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(57)【要約】
【課題】風路抵抗を低減させ、冷気流入口への流入速度
の低下を抑制して、下部容器の全体に冷気を充満させ、
食品の保存性及び冷却効率を向上させることができる冷
凍冷蔵庫を提供する。
【解決手段】冷却器１２の上方に送風機１３が配設され
て断熱箱体２の背面側に位置する冷却器室１１と、冷却
器室の前面側に隔壁を介して設けられ、前面に扉８ａを
有し、内部に上面が開口され前後方向に移動可能な上部
冷凍容器３０及び下部冷凍容器３１が配設された冷凍室
８とを有し、冷凍室８が送風機１３の前面側に配置され
、冷却器室１１の冷気を送風機１３によって冷凍室８の
上部冷凍容器３０及び下部冷凍容器３１に流入したのち
、冷却器室１１に流出するように構成した。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷却器の上方に送風機が配設されて断熱箱体の背面側に位置する冷却器室と、
　該冷却器室の前面側に隔壁を介して設けられ、前面に扉を有し、内部に上面が開口され
前後方向に移動可能な上部冷凍容器及び下部冷凍容器が配設された冷凍室とを有し、
　前記冷凍室が前記送風機の前面側に配置され、前記冷却器室の冷気を前記送風機によっ
て前記冷凍室の上部冷凍容器及び下部冷凍容器に流入したのち、前記冷却器室に流出する
ように構成したことを特徴とする冷凍冷蔵庫。
【請求項２】
　前記冷凍室の上側後部に前記送風機が配設され、
　前記隔壁の前記送風機前側に前記冷凍室に冷気を流入する冷気流入口が形成されるとと
もに、前記隔壁の前記冷凍室の下部に前記冷却器室に冷気を流出する冷気流出口が形成さ
れ、
　前記下部冷却容器の後方下部に、前記下部冷凍容器内の冷気を流出する下開口部が形成
されたことを特徴とする請求項１記載の冷凍冷蔵庫。
【請求項３】
　前記送風機前側の前記隔壁に設けた冷気流入口が上下２段に形成され、
　前記上部冷凍容器及び下部冷凍容器が冷凍室内に配設されたとき、上段の冷気流入口が
前記上部冷凍容器の背面板上縁の上部近傍高さに位置し、下段の冷気流入口が前記下部冷
凍容器の背面板上縁の上部近傍高さに位置するようにしたことを特徴とする請求項２記載
の冷凍冷蔵庫。
【請求項４】
　前記下部冷凍容器は前記上部冷凍容器よりも奥行方向に長く形成され、
　前記上部冷凍容器及び下部冷凍容器が冷凍室内に配設されたとき、前記上部冷凍容器の
前面板は前記下部冷凍容器の前面板からやや後退してこれらの間に前開口部が形成され、
前記上部冷凍容器の背面板は前記下部冷凍容器の背面板よりも前側に位置してこれらの間
に後開口部が形成されることを特徴とする請求項３記載の冷凍冷蔵庫。
【請求項５】
　前記上部冷凍容器の背面板はその前面板よりも高く形成され、下部冷凍容器の背面板は
その前面板よりも低く形成され、
　前記上部冷凍容器及び下部冷凍容器が冷凍室内に配設されたとき、前記下部冷凍容器の
背面板上縁は前記上部冷凍容器の底面とほぼ同じ高さになるようにしたことを特徴とする
請求項４記載の冷凍冷蔵庫。
【請求項６】
　前記下部冷凍容器内の冷気を流出する下開口部を前記下部冷却容器の背面板の下部に設
けたことを特徴とする請求項２～５のいずれかに記載の冷凍冷蔵庫。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は冷凍冷蔵庫に係り、より詳しくは、冷凍室の冷凍容器内の温度ムラを抑制して
、食品の保存性及び冷凍容器内の冷却能力を向上することのできる冷凍冷蔵庫に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の冷凍冷蔵庫では、冷凍室の上下に上面開口の上部容器及び下部容器を配設し、上
部容器の底面に冷気を流出するための複数の開口部を形成すると共に、下部容器の背面下
部に冷気を流出するための開口部を形成している。そして、冷却器室内に設けた送風機に
よって、冷気を上部容器の上面開口及び下部容器の背面上部からそれぞれ上部容器及び下
部容器に導入する。上面開口より上部容器内に流入した冷気は、その底面開口部を通って
下部冷却に流入し、下部容器の背面下部に設けた開口部より流出する。また、背面上部か
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ら下部冷却に流入した冷気は、上部容器の底面開口部を通って下部容器内に流入した冷気
とともに、背面下部に設けた開口部より流出する（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－２９５９４７号公報（第４頁、図２）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１記載の冷凍冷蔵庫は、冷凍室の上部容器の底面に設けた複数の開口部が収納
した食品等により塞がれた場合、上部容器から下部容器へ冷気を移動させる経路が失われ
、下部容器への冷気の流入量が減少してしまう。また、下部容器の背面上部より導入され
る冷気は、送風機からの風路長が長くなり、風路抵抗などの影響を受けやすく、下部容器
の背面上部より下部容器内に冷気が導入された後、下部容器全体に冷気が流れて充満する
前に下部容器の背面下部の開口部より流出してしまい、ショートサイクルを生じて、下部
容器の冷却効率の低下を招いてしまう。さらに、上部容器の底面に複数の開口部を設けた
ので、この開口部から食品や水分等が下部容器に落下する恐れがあった。
【０００５】
　本発明は、上記の課題を解決するためになされたもので、風路抵抗を低減させ、冷気流
入口への流入速度の低下を抑制して、下部容器の全体に冷気を充満させ、食品の保存性及
び冷却効率を向上させることができる冷凍冷蔵庫を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の係る冷凍冷蔵庫は、冷却器の上方に送風機が配設されて断熱箱体の背面側に位
置する冷却器室と、冷却器室の前面側に隔壁を介して設けられ、前面に扉を有し、内部に
上面が開口され前後方向に移動可能な上部冷凍容器及び下部冷凍容器が配設された冷凍室
とを有し、冷凍室が送風機の前面側に配置され、冷却室の冷気を送風機によって冷凍室の
上部冷凍容器及び下部冷凍容器に流入したのち、冷却器室に流出するように構成したもの
である。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明に係る冷凍冷蔵庫は、送風機から冷凍容器に冷気を導入し、冷気が冷凍容器全体
を通過した後、下部冷凍容器の後方下部に設けた開口部より流出するので、冷凍容器内で
の冷気の滞留を抑制し、食品の保存性及び冷凍容器内の冷却性能を向上することができる
。
　また、冷気を下部冷凍容器の後方下部より流出させることにより、冷凍容器の前面及び
下部に冷気が流れることを抑制することができ、外気と冷凍室間の熱漏洩を抑制すること
ができる。
　さらに、送風機の前面側に冷凍室を配置したので、送風機と冷凍室流入口間の風路抵抗
や動圧損失を抑制し、冷凍容器への冷気の流入速度の低減を抑制することができる。
　また、上部冷凍容器の底面に開口部を有しないので、食品などの落下を防止して、冷凍
室内の食品の保存性や清潔性を高めることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　図１は本発明の一実施の形態に係る冷凍冷蔵庫の斜視図、図２は図１の冷凍冷蔵庫の要
部の縦断面図、図３は図１の冷凍冷蔵庫の要部の各室の扉及び容器を取り除いた要部の正
面図である。
　冷凍冷蔵庫１は、内箱３、外板４、これらの間に充填された断熱材５等からなる箱体（
断熱箱体）２によって囲まれ、箱体２の内部には、それぞれ仕切り板で仕切られて冷蔵室
５、製氷室６、切替室７、冷凍室８、野菜室９が設けられている。
【０００９】
　冷蔵室５は冷凍冷蔵庫１の最上部に設けられており、観音開きの冷蔵室扉５ａを有して
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いる。冷蔵室５の下側の左右には製氷室６（図１の左側）と切替室７（図の右側）が設け
られており、製氷室６は引き出し式の製氷室扉６ａを有し、自動又は手動により離氷作用
を行って貯氷し、切替室７は引き出し式の切替室扉７ａを有し、庫内温度を切替えること
ができる。また、製氷室６と切替室７の下側には引き出し式の冷凍室扉８ａを有する冷凍
室８が設けられている。
【００１０】
　内箱３の背面壁３ａの前側の冷凍室８から上方には上下方向に隔壁１０が設けられてお
り、背面壁３ａと隔壁１０との間には冷却器室１１が形成されている。そして、冷却器室
１１には冷却器１２が設けられ、冷却器１２の上側には送風機１３が設けられている。
【００１１】
　隔壁１０には後述する冷気の流入口及び流出口が設けられており、冷却器室１１から、
製氷室６、切替室７、及び冷凍室８へと通じる風路が形成されている。
　製氷室６背面の隔壁１０には、冷却器室１１の冷気を製氷室６に導入するための冷気流
入口２０と、製氷室６の冷気を冷却器室１１に流出するための冷気流出口２１が設けられ
ており、切替室７の背面の隔壁１０には、冷却器室１１の冷気を切替室７に導入するため
の冷気流入口２２と、切替室７の冷気を冷却器室１１に流出するための冷気流出口２３が
設けられている。
【００１２】
　また、冷凍室８の背面の隔壁１０には、冷却器室１１の冷気を冷凍室８に流入するため
の左右一対の第１、第２の上部冷気流入口２４ａ、２４ｂ（以下、両者を合わせて２４と
記すことがある）が設けられており、その下部には左右一対の第１、第２の下部冷気流入
口２５ａ、２５ｂ（以下、両者を合わせて２５と記すことがある）が設けられている。さ
らにその下側には、冷凍室８の冷気を冷却器室１１に流出するための横長の冷気流出口２
６が設けられている。
【００１３】
　また、冷凍室８には、上面が開口された上部冷凍容器３０と下部冷凍容器３１とが前後
に移動可能に設けられており、これら上下の冷凍容器３０、３１において、上部冷凍容器
３０の背面板３０ｂは前面板３０ａより高く、下部冷凍容器３１の背面板３１ｂは前面板
３１ａより低くなっている。また、下部冷凍容器３１の前後方向（奥行方向）の長さは、
上部冷凍容器３０の前後方向の長さよりも長くなっており、これらの冷凍容器３０、３１
が冷凍室８内に配設されたとき、上部冷凍容器３０の前面板３０ａは下部冷凍容器３１の
前面板３１ａからやや後退して下部冷凍容器３１の前面板３１ａとの間に前開口部Ａを形
成し、また、上部冷凍容器３０の背面板３０ｂは下部冷凍容器３１の背面板３１ｂよりも
前側に位置してこれらの間に後開口部Ｂを形成している。
　下部冷凍容器３１の後方下部、例えば背面板３１ｂの下部には、下開口部３２が設けら
れている。
【００１４】
　隔壁１０に設けられた上部冷気流入口２４（第１の上部冷気流入口２４ａ及び第２の上
部冷気流入口２４ｂ）は、上部冷凍容器３０の背面板３０ｂの上端縁部よりやや高めに位
置しており、下部冷気流入口２５（第１の下部冷気流入口２５ａ及び第２の下部冷気流入
口２５ｂ）は下部冷凍容器３１の背面板３１ｂの上端縁部よりやや高めに位置している。
　そして、冷凍室８は送風機１３の前面側に位置し、送風機１３から冷凍室８への風路長
を最短にして、送り出される冷気の流速が風路抵抗などによって損失を受けないようにし
てある。例えば、隔壁１０に設けられた上部冷気流入口２４の後側付近に送風機１３を設
けて、送風機１３からの冷気が上部冷気流入口２４及び下部冷気流入口２５から最短距離
で上部冷凍容器３０及び下部冷凍容器３１に向かうようにする。
【００１５】
　次に、上記のように構成した冷凍冷蔵庫１の作用を説明する。
　送風機１３を駆動すると、冷却器１２により冷却された冷気の一部は、冷却器室１１内
を上昇して冷気流入口２０より製氷室６内に流入し、製氷装置内の水、及び容器内の氷及



(5) JP 2010-43763 A 2010.2.25

10

20

30

40

50

び食品等を冷却した後、製氷室６下部の冷気流出口２１より流出し、冷凍室６の上部冷気
流入口２４（主に第１の上部冷気流入口２４ａ）から冷凍室８に流入する。
　また、冷却器室１１の冷却器１２により冷却された冷気の一部は、冷却器室１１内を上
昇して冷却流入口２２より切替室７内に流入し、切替室７内の食品等を冷却した後、切替
室７下部の冷気流出口２３より流出し、冷凍室６の上部冷気流入口２４（主に第２の上部
冷気流入口２４ｂ）から冷凍室８に流入する。
【００１６】
　さらに、冷却器室１１内の冷気は、送風機１３により、上部冷気流入口２４（第１、第
２の上部冷気流入口２４ａ、２４ｂ）及び下部冷気流入口２５（第１、第２の下部冷気流
入口２５ａ、２５ｂ）より冷凍室８内に流入する。
　上部冷気流入口２４（第１、第２の上部冷気流入口２４ａ、２４ｂ）より冷凍室８に流
入した冷気は、イ方向に流れて上部冷凍容器３０内の食品等を冷却したのち、その前面板
３０ａから流出して下部冷凍容器３１の前面板３１ａとの間に形成された前開口部Ａに沿
ってロ方向に下降し、下部冷凍容器３１内に流入する。
【００１７】
　一方、下部冷気流入口２５（第１、第２の下部冷気流入口２５ａ、２５ｂ）から冷凍室
８に流入した冷気は、下部冷凍容器３１の後開口部Ｂより下部冷凍容器３１内に流入して
前側のハ方向に流れ、前面板３１ａで方向を変えて二方向に流れ、この間に食品等を冷却
して、背面板３１ｂの下部に設けた下開口部３２から流出し、隔壁１０の冷気流出口２６
より冷却器室１１に流入する。
【００１８】
　なお、上部冷凍容器３０より前開口部Ａに沿ってロ方向に下降し、下部冷凍容器３１に
流入した冷気は、下部冷凍容器３１をハ方向に流れる冷気と合流し、一体となってニ方向
に流れ、下部冷凍容器３１の背面３１ｂ下部に設けた下開口部３２から流出し、隔壁１０
の冷気流出口２７より冷却器室１１に流入する。
【００１９】
　従来の冷凍冷蔵庫では、冷凍室８と送風機１３とを結ぶ風路長が長いため、下部冷凍容
器３１に送出す冷気の流速が風路抵抗などによって低下する。また、上部冷凍容器３０か
ら下部冷凍容器３１への冷気の流入に際して上部冷凍容器３０の底面に開口部を設けて上
部冷凍容器３０に冷却性能の一部を担わせると、上部冷凍容器３０の底面開口部の上に食
品等が積載され、上部冷凍容器３０から下部冷凍容器３１への冷気の流れが遮断された場
合には、下部冷凍容器３１への冷気の流入量が減少し、下部冷凍容器３１の冷却性能が低
下する。
　これに対して、本実施の形態では、図２に示すように、冷却器室１１内の送風機１３の
前面側に冷凍室８を配置して、送風機１３と冷凍室８間の風路を短縮させ、下部冷凍容器
３１に流入する冷気が風路抵抗などによって風速が低下するのを抑制して、冷凍室８に対
する冷却能力の向上をはかることができる。また、冷凍室８内に流入する冷気の流速の低
下を抑制して、上部冷凍容器３０及び下部冷凍容器３１に相当量の食品等が搭載された場
合においても、上部、下部冷凍容器３０、３１の前面板３０ａ、３１ａまで冷気を流すこ
とが可能となり、冷気が上部、下部冷凍容器３０、３１内の全体の熱を吸熱した後、冷気
を下部冷凍容器３１の背面板３１ｂ下部に位置する下開口部３２より流出させることがで
きる。
【００２０】
　このように、本発明に係る冷凍冷蔵庫は、送風機１３の前面側に冷凍室８を配置し、送
風機１３から冷凍室８へと導入される冷気の流速を落とさずに、上部冷気流入口２４（２
４ａ、２４ｂ）、下部冷気流入口２５（２５ａ、２５ｂ）からそれぞれ上部冷凍室容器３
０、及び下部冷凍室容器３１に冷気を流入し、冷気が上部、下部冷凍容器３０、３１の全
体を通過した後、下部冷凍容器３１の背面板３１ｂの下部に位置する開口部３２より流出
されるようにしたので、上部、下部冷凍容器３０、３１内での冷気の滞留を抑制し、食品
の保存性及び上部、下部冷凍容器３０、３１内の冷却性能を向上させることができる。
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　また、冷気を下部冷凍容器３１の背面板３１ｂ下部の下開口部３２から流出させること
により、上部、下部冷凍容器３０、３１の前面及び下部に冷気が流れることを抑制するこ
とが可能になり、冷凍室８への熱漏洩を抑制する冷凍冷蔵庫１を得ることができる。
【００２１】
　上記の説明では、図示の冷凍冷蔵庫に本発明を実施した場合を示したが、これに限定す
るものではなく、他の構造の冷凍冷蔵庫にも本発明を実施することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の一実施の形態に係る冷凍冷蔵庫の斜視図である。
【図２】図１の冷凍冷蔵庫の要部の縦断面図である。
【図３】図１の冷凍冷蔵庫の各室の扉及び容器を取り除いた要部の正面図である。
【符号の説明】
【００２３】
　１　冷凍冷蔵庫、２　箱体（断熱箱体）、５　冷蔵室、５ａ　冷蔵室扉、６　製氷室、
６ａ　製氷室扉、７　切替室、７ａ　切替室扉、８　冷凍室、８ａ　冷凍室扉、９　野菜
室、９ａ　野菜室扉、１０　隔壁、１１　冷却器室、１２　冷却器、１３　送風機、２０
、２２　冷気流入口、２１、２３　冷気流出口、２４、２４ａ、２４ｂ　上部冷気流入口
、２５、２５ａ、２５ｂ　下部冷気流入口、２６　冷気流出口、３０　上部冷凍容器、３
０ａ　上部冷凍容器の前面、３０ｂ　上部冷凍容器の背面、３１　下部冷凍容器、３１ａ
　下部冷凍容器の前面、３１ｂ　下部冷凍容器の背面、３２　下開口部、Ａ　前開口部、
Ｂ　後開口部。

【図１】 【図２】
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